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２．かごしま丸主要項目

大型回流水槽に依る

1000屯型漁船の船型試験結果に就いて

奈良迫嘉一

ExperimentsPerformedinaLargeCirculatingTank

onaModelofaFishingVesselofGrossTonnage
aboutlOOOｔｏｎｓ

YoshikazuNARAsAKo

ＡｂｓｈＰａｃｆ

Ｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔｓｏｎａｍｏｄｅｌｓｈｉｐｈａｖｅｎｏｔsofrequentlyperfbrmedinacirculatingtank，

becauseofanunreasonablebeliefthattheresultssoobtainedaredubiousinthereliability・

Theexperlmentalevidencepresentedinthisandpreviouspaper(l958a,b)indicatesthat

acirculatingtankiｓｎｏｔｉｎｆｂｒｉｏｒｔｏａｔｏｗｉｎｇｔａｎｋｗｈｅｎａｄｅｑｕａｔｅｃｏｒｒectionsareappIied・

Ｗｈｅｎｔｈｅｓｈｉｐｓｐｅｅｄｉｓａｓｌｏｗａｓｌｅｓｓｔｈａｎｌ２ｋｎｏｔｓ,ｔｈａｔｉｓ,ｉｎｔｈｅｃａｓｅｏｆｔｈｅｐｒｅｄｏｍｉｎａｎｃｅ

ｏｆｆｒictionalresistance,thetotalresistancegivealargervaluethanobtainableinatowing

tank，workingonamodelofalargefishingvessel，Ｔｈｉｓ血cｔｉｓｄuetoanincreaseofhPic-
tionalresistanceintheturbulentflow，

Themodificationsofthecorrectionvaluefbratowingtanktest(△Ｃｆ＝0.0004ｏｒＥ＝

１．１９),whichshouldbeappliedfbracirculatingtank,areshowninFig,３．Whentheship

speedisoverl2knots,i,ｅ・ｉｎｃａｓｅｏｆｔｈｅｐｒｅｄｏｍｉｎａｎｃｅｏｆｗａｖｅ－makingresistance,numerical

valueofthetotalresistance,ａｎｄｃｏｎｓｅｑｕｅｎｔｌｙＤ.Ｈ・Ｐ.,approachestothatoftheactualshiｐ・

Comparingtheseresultswiththoseofasmallvesselpresentedintheprevｴouspaper,thein-

fluenceoftheelectricallyweldedstructureofthehullofthelargevesselcanbeseenatlow

shipspeed．

１．緒

(総屯数1038t）

］
’

本学漁業練習船かごしま丸（総屯数1038t）新造を期とし，Ｌｐｐｌｍ模型に依る船型試験

を実施，海上試運転成積との比較に依り，回流水槽性能の有用性を検討･した．同種試験は著

者（1955,1958b）に依り既に敬天丸（総屯数265t）Ｌｐｐｌｍ，1.5ｍ模型を用い実施されて

いるが，この種試験は本邦でもその例が少なくその信頼度の確認には更に今後各種の比較試

験を行うことが必要と感ぜられる．本論文はその目的の一つとして書かれたものである．
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4.860kｇ

船

４．模型 試験

使用模型は大阪府堺市有限会社笠井商会作成のものでＬｐｐｌｍ，附加物（舵，ビルヂキー

ル）なし．材料は良質の桧製である汗仕上り精度を検討･の結果吃水面下に於て平均０．５ｍｍ

程度の縮み量を発見したので，計算に依る排水量に合せて吃水調整を行なった．実船，模型

船間の寸法を対比すれば次の通りである．
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ｒｉｇ、ｌＢｏｄｙＰｌａｎｏｆｔｈｅＫａｇｏｓｈｉｍａＭａｒｕ

実験は緒言にも述べた通り本学回流水槽〔著者（1956,1958a)〕に於て行なった．実験は緒言にも述べた通り本学回流水槽〔著者（1956,1958a)〕に於て行なった．水深６０

ｃｍ，最高流速0.872ｍ/secである．実験結果は通常の方法の如く模型のγ！をＷとγ『に別け，

Wの計算にはSchoenh層域の式0242/凧=Log皿(¥箕Q‘・鰻）を用い
実船のroughnesseffectに対しては０．０００４をＱに加算した場合と運研の抵抗修正係数（Ｌ

６０ｍ→81.190）を用いた場合の二つに就いて計算した．尚船体附加物に依る抵抗増加は１j軸

船であるため之等を含んだ排水容積ならびに浸水面積を使用することに依り裸船体状態の摩

擦抵抗係数を以て処理した．尚換算実船資料はすべて15.Ｃのものである．その結果をFig.３

に示す．

５．考察

Fig.３に於て微速の資料は海上，陸上共に流木試Ｉ験に依る流速，陸上試運転のり"Ｉ曲線の類

型実 船 模
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尚本船型の正面線図並に排水量等諸曲線を示せばFig.１，２の通りである．
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推に依る値を使用し解析をすすめた．又伴流係数zC，推力減少係数オは何れも運研チャート

よりとりその平均としてｚＵ＝0.2438,1#＝0.1463を用いた．ｗに就いても同様である．

即ち主機の各負荷に対する対地速度厩knots,推進器の毎分回転数Ｎ及び,伝達馬力，.Ｈ,Ｐ．

(実船に対しては測定指示馬力Ｉ.Ｈ・Ｐ・から主機の陸上試運転成績のり,脇を参考として制動馬

力Ｂ､ＨＰ､を出し之から伝達効率を0.9678ととって計算したもの…普通型推力受１ケ0.985．

軸受３ケ09975,船尾管１ケ0.99〉模型に対しては上述の値を利用し，’7〃1.129,,7『1.02，

'7p運研チャートの値より算出する）の往復航走の平均の関係を横軸に厩，縦軸にＮ及び

，.Ｈ,Ｐ.更に?7,"，７７p，７７，Ａ.Ｃ,を記した．
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回流水槽の乱流効果からみて当然摩擦抵抗の増大を期待したが12knots以下で実船資料と

の間にかなりの開きを見ている．之については先般の敬天丸の場合小型船に対する修正値と

して摩擦抵抗値にＬ34.6ｍ→81.50の修正係数を乗じ実船資料への近似化を計ったがこの場

合尚実船値より多少小さ目に出た．然るにＬ６０ｍの本船の場合は運研の‘修正係数1.19で実船

５ユ０ユＳ
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Fig. 2　Hydrostatic Curves of the Kagoshima Maru

ScALf lAl diM"h録と"棚

25　　　　　　　　　　30　　　　　　　　　　　35　　　　　　　　　　40　　　　　　　　　　45　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　55　　　　　　　　　　　60　　　　　　　　　　　65　　　　　　　　　　70

coとアrI〔lE〟T

O･4　　　　　　　　　0･-'　　　　　　　　0 6　　　　　　　　　0･ 7　　　　　　　　　0･8　　　　　　　　　0.9　　　　　　　　1.0

L>佑鳩〝j I O〝S

LeNeT〟 (嬉倣e,基eJの　60.goo 〟

LeNe7'H B.F!　　　　　Sq.600 M

BReaEIlm J▲O IO･80 0購

L>EPTH　{LO S4oo●

L>gS/euW LaaLi LmFT　　4･eoo n

NOTE.'-
J解IFIc elJMW77　0F

tIEA NATER I. 025'

800　　　　　　　　　　　900　　　　　　　　　　　1000

eI/Bl肇AofnEJy.T IN K/L0-TWj

lIOu L200　　　　　　　　　日100　　　　　　　14L･0　　　　　　　)500
1600　　　　　　　　1700　　　　　　　　1800　　　　　　　　)900

2000　　　　　　　　2100　　　　　　　　　2200

Fig･ 2　Hydrostatic Curves of the Kagoshima Maru

S
,
く
i
L
t
a
u
N
J
L
F
f
B
o
Y
B
t
a



同流水槽に依るI’000屯型漁船の船型試験 1０１

値よりかなり大き目に出ている．之は本船の熔接構造に基づく△Ｑの減少を考慮すべきであ

ることを示唆している．又通常用いられる△Cノー0.0004についても略同様であってその結果

も殆んど前者と一致している．更に12knots以上では敬天丸の場合と同じく実船値に近づい

て来ているが，水槽の性能の限界から最高速迄試験を行ない其の結果を確認し得ないのは遺

憾である．前報に述べた如く固定翼水車を使用した本水槽では流の脈動化を防止出来ずその

ため抵抗記録に最大６％の偏差を生じた．但し天秤感度は0.5gr．近い将来可能ならば翼車

を羽打式にしたいと計画中である．

６．結論

緒言にも述べた通り従来回流水槽に依る船型試験はその例が少なく，その与える結果に就

てもかなり信頼度は薄いものとして取扱われて来ているが，今回吾々の得た実験の結果では

小型漁船に関する前報と同じく必ずしも悲観的な値でなく将来益々この方面の研究開拓の重

要性を示唆しているように考えられる．即ちFig.３に見られるように大型漁船に於ても低速

12knots以下では乱流に依る摩擦抵抗の増加が見られ，通常の船型試験結果に比し，かなり

抵抗値が大きく出る．従って実験値を実船値に近づけるためには通常の曳航水槽に対して用

いられる△C/＝0.0004叉は８＝1.19では修正量がやや大に過ぎるので回流水槽に対しては或

る量減じて処理すべきこと尚前報小型漁船と違って大型の場合は熔接構造に基づく△C/の減

少を更に考慮せねばならないことを示している．次に造波抵抗の利く高速12knots以上では

実船値に近づいてゆくのが明らかに認められるが水槽性能の限界から実験の完壁を期し得な

いのは甚だ遺憾である．
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